
令和７年度 国語科 授業改善推進プラン 
大田区立出雲小学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 
成果 課題 

・「漢字を読む」は、どの学年もほぼ目標値の近似値か
上回る結果となっている。 
・「物語の内ようを読み取る」は、ほぼ目標値の近似値
か目標値を上回る結果となっている。 

・「調べたことをもとに文章を書く」は、「自分の考えとそれを支えている
事例との関係を明確にして書いている」「目的に応じて、文章を簡単に
書いている」の項目において、大きく目標値を下回っている。 

・「漢字を読む力」は目標値に近い数値となっているが、「漢字を書く力」
は目標値を大きく下回っている。「漢字を書く力」の育成が課題である。 

 
２ 大田区学習効果測定の結果分析 
（１） 達成率（経年比較） 

 令和７年度結果 令和６年度結果 令和５年度結果 

第
４
学
年 

▽どの領域においても目標値を下回っている。
特に「書くこと」や「言葉の特徴や使い方に
関する事項」の領域は目標値を下回ってお
り、大きな課題である。 

▽「漢字や文章を書く」問題の正答率が著しく
低い。 

  

第
５
学
年 

△「言葉の学習」のことわざや行動を表す語句
などの定着が見られた。また、「物語の内容
を読み取る」では、目標値を上回っている項
目が多かった。 

▽「漢字を書く」が目標値を下回り、「説明文
の内容を読み取る」の内容を捉えることや中
心となる語を見付け要約すること、自分の考
えを書くこと等に課題がある。 

△「話し合いの内容を聞き取る」領域で
は、目標値を上回っている。 

▽「漢字の読み書き」及び「文章を書く」
領域において、目標値を下回っている。
特に、「指定された長さで文章を書くこ
と」「自分の考えを明確にして書くこ
と」に課題がある。 

（第４学年時） 

 

第
６
学
年 

△「情報の扱い方に関する事項」領域では、前
年度の正答率から大幅に上がり、目標値と同
等の正答率であった。 

「文章を書く」領域は、目標値を下回っていた。
タブレット端末等の便利なツールで文章を
書くだけではなく、実際に手書きで書く力を
養うことも大切にしたい。 

△「文章を読む」領域では、ほとんどの
項目で目標値を超える、または目標値
と同等の正答率であった。 

▽「文章を書く」領域は、ほとんどの項
目で、目標値を下回った。指定された
条件で文章を書いたり、自分の意見と
理由を明確にした文章を作成したりす
る力を付ける必要がある。 

△「文章を書く」領域で目標値
を大きく超えていて昨年度
の改善プランの成果が見え
る。 

▽近似値ではあるが、「漢字を
書く」領域が目標値を下回っ
たので、授業改善プランに加
えたい。 

 
（２） 分析（観点別） 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

中
学
年 

・読み、書きともに漢字の習得率が極
めて低い。また、促音の表記が苦手。 

・話し言葉、書き言葉を分けて文章を
構成できない。 

・語彙に乏しく、正しい日本語を使え
ていないこともある。 

・相手に伝わるように理由や事例を挙げて話す
ことや相手の意見を最後まで聞くことに課
題がある。 

・話し合いの場面では、相手の意見を聞くこと
ができていなかったり、自分の考えをもつこ
とができていなかったりする児童も多い。 

・既習内容を生活に活用しよう
とする意欲が低い。しかし、
学習全体に対する意欲は高
い。 

高
学
年 

・漢字及び言葉に関する項目は、おお
よそ目標値の近似値に位置した結果
であった。しかし、「漢字を書く」で
は目標値を下回った。 

・５学年は物語文の読み取りは概ね目標値を上
回ったが、説明文や記述問題では概ね目標値
を下回った。 

・６学年は、説明文や物語文どちらの文章の読
み取りは、概ね目標値と同等か目標値を上回
った。 

・「文章を書く」領域で、無回答
が大きく増える。粘り強く設
問に取り組むことが課題であ
る。 

  
３ 授業改善のポイント（観点別） 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

低
学
年 

・生活の中で必要となる語彙を増やす
活動を取り入れる。 

・言葉集めや文作りを通して、文字学
習の基礎作りを行う。 

・漢字の学習を中心に習熟のために、
ドリルやタブレット端末のアプリを
活用して、基礎基本の定着を図る。 

・関連図書を活用して、図鑑づくりや調べ学習
に取り組み、学んだことを生かして活用して
いく。 

・考えを発表するときに、理由とともに述べる
ことを習慣付ける。 

・ペア、小グループでの話し合い活動を取り入
れ、話型を活用しながら自分の思いを表現で
きるようにさせていく。 

・既習事項や児童の語彙力、興
味の範囲を生かした教材を用
意し、提示の工夫をすること
で、自分の意見をもてるよう
にする。 

・児童が興味をもち、学習のゴ
ールを明確にもてるように、
ICT機器などを活用し、学習計
画を共有する。 

中
学
年 

・朝学習で、漢字の反復練習に取り組
む。 

・週に１回程度、自主学習や日記を宿
題に出し、語彙力及び漢字の習得率
の向上を図る。 

・児童が見える場所に、「話し方」、「聞き方」
を提示し、適宜指導していく。 

・説明文の要約をする活動や俳句を詠む活動、
作文等を通して、文章を書く機会を増やし、
自分の考えを表現する力を高める。 

・日直のスピーチやテーマトー
ク等を通して、みんなの前で
発表したり、自分の考えを表
現したりする力を伸ばしてい
く。 

高
学
年 

・漢字を正しく書けるよう毎日学習で
取り組んだり家庭学習に課したりし
て、読み書きの日常化を図る。また、
文章を書く時には、既習漢字を使っ
て書くようにする。 

・漢字のミニテストなど反復して行い、
知識・技能の定着を図る。 

・文章の作成に慣れるよう、文章を作成する際
に文章構成の型をいくつか提示することで、
書くことに慣れるようにする。 

・文章を読んでまとめた意見や感想を共有し、
自分の考えを広げられるよう、授業内でグル
ープ交流の時間を設定する。 

・表現する楽しさを感じられる
よう、表現の工夫を見つける
活動をしていく。 

・書いた文章は児童同士で推敲
し合う時間を意図的に設け、
よい文章にしていこうとする
態度を育成する。 



令和７年度 社会科 授業改善推進プラン 
大田区立出雲小学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 
成果 課題 

・フィールドワークや地図記号カルタ、都道府県カルタなどを活用す
ることは、社会的事象に対する意欲を高めることに効果があった。 

 
・資料の見方や着目するポイントを抑えることで、資料の意図を捉え
る意識が高まった。 

・資料から分かったことをまとめたり、活用したりするこ
とが難しい。 

・社会的事象を通して、思考を深めたり、自身の考えをも
ったりできる児童が少ない。 

・基本的な知識の定着ができておらず、各学年目標値より
10％ほど低い値になっている。 

 
２ 大田区学習効果測定の結果分析 
（１） 達成率（経年比較） 

 令和７年度結果 令和６年度結果 令和５年度結果 

第
４
学
年 

▽全ての項目で目標値を下回っている。 
 
▽「地域や市の様子」「生産や販売」の項目
は、目標値に比べ１０％程度目標値より数
値が低く、特に低い項目となっている。 

  

第
５
学
年 

△「都道県の様子」の地形と産業の問題の正
答率は、目標値を上回っている。 

 
▽上記以外の問題の正   答率は、目標値
に対して下回る数値が多く、特に資料を基
に考える問題が低かった。 

△「工場の仕事」の資料問題の正答率
は、目標値を上回っている。 

 
▽上記以外の問題の正答率は、目標値
に対して下回る数値が多かった。 

（第４学年時） 

 

第
６
学
年 

▽すべての領域において目標値を下回って
いる。特に、「工業生産」「産業と情報の関
わり」の項目は目標値を大きく下回った。 

△「愛知県の工業の様子」や「特色あ
る産業」の資料問題は目標値の近似
値である。 

▽それ以外の問題については目標値を
下回った。 

▽安全なくらし、市の様子の移り変
わりの理解、思考・判断の問題の
正答率が目標まで達していない。 

▽資料を読み取り表現したり、考え
たりする問題の正答率が低い。 

 
（２） 分析（観点別） 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

中
学
年 

・「方位」などの社会的用語が身に付い
ていない。 

・地図やグラフの読み取り、正確に位
置や数値の読み取りに課題がある。 

・資料の要点を読み取りに課題がある、
資料整理やまとめることに課題があ
る。 

・課題に対して、適切な資料を選び出す（比較
など）のが苦手。 

・複数の資料を活用して考えることが苦手であ
り、資料を活用した思考・判断に課題がある。 

・自身の考えていることを、適切に表現する手
段に乏しく、自身の考えをまとめることが難
しい。 

・インタビュー、発表へ向けて
協働的に学ぶ意欲はある。 

・出前授業や見学等で調べるこ
とには、意欲的であり、積極
的に調べようとしている。 

高
学
年 

・５学年においては、地図から読み取
ってまとめたり、読み取ったりする
問題が特に正答率が低い。 

・６学年においても、６大陸３海洋の
位置や名称や各産業の社会科的用語
を問う問題の正答率が低い。 

 

・５学年では、「生活環境を支える活動」の領
域で、知識技能の定着は見られるが、思考の
目標値が下回っている。 

・６学年では、「日本の工業生産」の領域で目
標値を大きく下回った。知識を活用に課題が
ある。 

・５学年も６学年も資料を読み取って正しく判
断する問題の正答率が低い。 

・解答形式が記述や作図である
問題の無回答の割合が多い。 

  
３ 授業改善のポイント（観点別） 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

中
学
年 

・資料を読み取る際に、用語を確認し、グ
ラフの見方や地図を見る際の視点を確か
めたりすることで、資料の要点を捉える
技能を身に付けられるようにする。 

・効果的なまとめ方をしている児童を紹介
し、適切に資料を整理することができる
ようにする。 

・テストの返却の際は、正答を確認して、
知識を定着させる。 

・複数の資料を提示する際には、意図的
に内容を絞って提示することで、正確
に資料を読み取り、思考が深められる
ようにする。 

・考えをもつ時間と、共有する時間を授
業の中に設けることで、積極的に考え
をもち、持った考えを共有できるよう
にする。 

・授業の導入の際に、意欲が高まる
ような資料を準備したり、身近な
生活経験を想起できるような問い
を出したりすることで、学習意欲
を高めていく。 

・単元の中で、ゲストティーチャー
や見学等ができる際には、積極的
に取り入れ、体験的に学習を行う
ことができるようにする。 

高
学
年 

・おさえるべき社会科用語は確実に板書し、
単元後には、単元を振り返られるような
プリントなどに取り組み、既習事項が理
解できているか確認する。 

・地球儀やグラフをなどの具体的な資料を
活用し、資料を読み取る技能を身に付け
るようにする。 

・テストの返却の際は、正答を確認して、
知識を定着させる。 

・資料の読み取りでは、様々なグラフや
表の見方や考え方を指導するととも
に、共通部分や相違部分に目を向けさ
せることで、資料を読み取る力を育て
ていく。 

・資料集や地図帳などの補助教材は常に
身近に用意し、学習の中で意図的に活
用していく。 

・課題解決できたことを、小グループや
全体で意見し合う時間を意図的に設
けて、思考を深めていく 

・導入を工夫して、学習に見通しが
もてるようにする。 

・単元の終末では、ＩＣＴなどを使
って単元のまとめ方を工夫する。
まとめ方は単元の導入や中盤まで
に児童と合意形成を図り、学習が
自分事になるようにしていく。 

・意図的に動画を活用して、社会的
事象の関心が深まるようにする。 



令和７年度 算数科 授業改善推進プラン 
大田区立出雲小学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 
成果 課題 

・５分間プリントに取り組むことにより、既習内容の定着が不十分だっ
たことに気付いたり、計算の仕方を確認したりすることができた。 

・タブレット端末の活用により、個に応じたペースで学習をすすめたり、
自主的に取り組んだりできるようになった。 

・基礎・基本の課題を確実に正答につなげる力を付ける
必要がある。特に計算力を高めたい。 

・文章問題を正確に読み取る力、数直線や図を活用して
演算を決定する力に課題がある。 

 
２ 大田区学習効果測定の結果分析 
（１） 達成率（経年比較） 

 令和７年度結果 令和６年度結果 令和５年度結果 

第
４
学
年 

△「表と棒グラフ」の問題は目標値を上回って
おり、データの活用能力は、他の領域と比べ
て身に付いている。 

▽「数と計算」「図形」「測定」の領域は目標値
を下回っており、特に「計算」の領域が目標
値を下回り大きな課題である。 

  

第
５
学
年 

△「数と計算」の領域の内容は、数の表し方の
み目標値を上回った。 

▽すべての領域において目標値を下回ってい
る傾向にある。特に、「わり算」「小数と分数
の計算」「変わり方調べ」の項目は目標値を
大きく下回った。 

△「数と計算」の領域の内容は、概ね目
標値を上回った。特に、かけ算の項目
は目標値を大きく上回った。 

▽「図形」「測定」「データの活用」の領
域の内容は、全て目標値を下回った。
特に、「円と球・三角形」の項目は目標
値を大きく下回った。 

 

第
６
学
年 

▽すべての領域において目標値を下回ってい
る。特に、「小数の計算」「分数の計算」「割
合」「立体と体積」の項目は目標値を大きく
下回った。 

▽全ての項目で目標値を下回った。特に、
小数のわり算は、目標値を大きく下回
った。 

▽たし算と引き算の正答率は高
いが、かけ算とわり算の正答
率が低い。 

▽図形の定義を問う問題の正答
率が低い。 

 
（２） 分析（観点別） 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

中
学
年 

・四則演算、特にわり算が課題である。
まずはかけ算九九をしっかり定着さ
せる必要がある。 

・器具の操作に課題があり、正しく使
うことができない児童が多い。 

・問題の題意を読み取ることができず、立
式や正しい答えを求めることができな
い。 

・問題場面をテープ図や線分図等に表すこ
とに課題がある。 

・算数が苦手な児童も前向きに学習に
取り組んでいる。 

・既習事項を活用した学習を取り入れ
ながら、算数に対する意識を高める
必要がある。 

高
学
年 

・小数第二位の計算、余りのあるわり
算、通分や約分が特に課題である。
計算のきまりや手順を理解し、正し
く計算する力を付ける必要がある。 

・伴って変わる２つの数量関係を式に
表すことに課題がある。 

・文章中の数量関係を正しく読み取れない
読解力の不足が課題である。 

・「割合」「円グラフ・帯グラフ」では、割
合やデータを活用する問題の正答率が低
い。 

・記述問題では無回答が増える。発展
的な問題になると、より無回答が増
えるため、「問題を読み取ってみよ
う」「式を考えてみよう」という意
識を高める必要がある。 

  
３ 授業改善のポイント（観点別） 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

低
学
年 

・授業の始めに５分間トレーニングプ
リントを行い、既習事項の定着と、
計算技能の向上を図る。 

・量を予想してから比べたり測定した
りする活動を取り入れ、測定技能を
高め、量感を養う。生活の中で時計
を意識させ、時刻や時間についての
理解を深める。 

・文章問題の「分かっていること」や「求める
こと」に線を引かせたり、図や半具体物を活
用したりして、問われていることを正確に理
解させる。 

・半具体物や図、数直線の活用の仕方を身に付
けさせ、計算の仕方や手順、考え方を自分な
りに説明する力の向上を図る。 

・単元の内容や児童の実態に応じ
て、グループ編成や教材等を工
夫する。 

・ペアでの話し合い、グループ活
動、全体での練り上げなど、様々
な形態を取り入れ、協働的に楽
しく学べるようにする。 

・ICT を取り入れ、児童の興味、
関心を高める。 

中
学
年 

・授業の導入で、前時の振り返りや５
分間プリントに取り組むことで、既
習事項について振り返り、知識の定
着を図る。 

・コンパスや分度器といった、器具を
使う活動を多く取り入れ、正しい使
い方が身に付くようにする。 

・題意を掴むことができるように、「文章に線
を引くこと」や「分かっていることの確認」
等に取り組む。 

・問題場面を図式化する活動を多く取り入れ、
こどもたち一人一人が場面を頭の中で具体
的にイメージしたり、正しい図で表したりす
ることができるようにする。 

・意欲を継続することができるよ
う、スモールステップを意識し
た学習の流れを設定し、自信に
つなげることができるようにす
る。 

・習熟の段階に応じて、プリント
学習やタブレット学習を取り入
れて、個に応じた学習が進むよ
うにする。 

高
学
年 

・学習の始めに５分間トレーニングプ
リントを行い、基本的な計算問題の
定着を図る。誤答が多い問題は簡単
に解説し、理解を深める。 

・数直線の書き方や、数直線を活用し
た数量関係の見方を理解させる。 

・問題文の中の数値や条件を一文ずつ整理し、
図や表に置き換える活動を通して、文章の意
味を的確に読み取る力を育てる 

・割合に関係する単元では、常に１あたりの量
に着目させる。比例関係を表す表や数直線を
活用して、立式したり式の根拠を説明したり
できるようにさせる。 

・単元や毎時間の終末では、習熟
度にあった適用問題や振り返り
をし、「できた」「分かった」を
実感させていく。 

・習熟の段階に応じて、プリント
学習やタブレット学習を取り入
れて、個に応じた学習が進むよ
うにする。 



令和７年度 理科 授業改善推進プラン 
大田区立出雲小学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 
成果 課題 

・「問題設定→予想→学習計画→観察・実験→結果の確認→考察」と
いった、思考の流れを確立したり、結果を基に考察する際にグル
ープ協議の場を設定したりしたことで、考える力の向上につなが
った。 

・4・5年生では「物質・エネルギー」領域で昨年度の平均を上回り、
5・6年生では「生命・地球」領域で昨年度の平均を上回った。 

・昨年度の校内平均を上回った領域もあるが、どの学年・領
域も目標値には達しなかった。基礎・基本の知識の定着が
必要である。 

・活用領域の問題の正答率が著しく低い、思考力を伸ばした
り、事象と事象との関連を考えたりする力を伸ばしていく
必要がある。 

 
２ 大田区学習効果測定の結果分析 
（１） 達成率（経年比較） 

 令和７年度結果 令和６年度結果 令和５年度結果 

第
４
学
年 

▽どの領域も目標値を下回っている。特に「物
質・エネルギー」領域の正答率が 46％程と
目標値を大きく下回った。 

 
▽基礎的な問題も正答率が低いが、活用問題の
正答率が著しく低い。 

  

第
５
学
年 

△「植物の成長」や「気温と動物の活動の様子
の関係」の問題では、正答率が目標値に達し
ていた。 

 
▽それ以外の問題の正答率は、目標値に対して
下回った。 

△「身近なしぜんのかんさつ」におけ
る基礎的な問題では、正答率が目標
値を上回った。 

 
▽それ以外の問題の正答率が低い。特
に活用の問題や記述問題の正答率が
低い傾向にある。 

 

第
６
学
年 

△「人の誕生」に関する内容の正答率が高く、
目標値に近付いている。 

 
▽それ以外の問題の正答率が低い。基本的な語
句や内容を覚えることを大切にしたい。 

△「観察カード」のかき方に関する問
題の正答率が目標値を上回った。 

 
▽「生命・地球」領域に関する正答率
が低い。特に活用の問題や記述問題
の正答率が低い傾向にある。 

△「こん虫のからだのつくり」と
「棒温度計のメモリの読み方」
に関する内容の正答率が高い。 

 
▽「方位磁針の使い方」に関する
正答率が低い。 

 
（２） 分析（観点別） 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

中
学
年 

・教科書に書かれている内容や理科的
用語を理解していない児童が多い。 

・既習の内容や生活経験を基に、予想や
仮説を考えたり、表現したりすること
ができていない。 

・得られた結果を基に考察し、表現する
等の問題解決をする力が身に付いてい
ない。 

・単元によって、関心があるものとそ
うでないものにばらつきがある。 

・単元について学んだことを学習や生
活に生かそうとしていない。 

高
学
年 

・年間を通して継続的に行う観察等は、
その都度注意点を確認したり、何度
も経験したりするため、よく理解し
ている。 

・実験に使用する器具、機器の使い方
や実験の結果などは、実感の伴った
理解を深めていく必要がある。 

・事象がなぜ起こるかといった理由を結
果と合わせて確認し、考察する力を伸
ばしていく必要がある。 

・実験で起きた事象だけでなく、日常に
どのように応用、活用されてするかに
ついて考えていくことが課題である。 

・前年度より正答率の上昇が見られた
が、目標値よりは下回っている。 

・無回答の割合が高く、関心があるも
のとそうでないものにばらつきが
ある。 

  
３ 授業改善のポイント（観点別） 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

中
学
年 

・プリントや動画教材等を活用し
て、既習事項の定着を図るとと
もにテスト前に復習の時間を取
る。 

・「問題設定→予想→学習計画→観察・実験
→結果の確認→考察」の学習の流れを、ど
の単元でも確立し、思考の流れを確立す
る。 

・予想や考察の書き方や考え方を確認し、書
き方や考え方に慣れていく。 

・より興味関心をもつことができるよう
に、他教科や生活と関連付けたり、実
物に触れる機会を増やしたりするこ
とで、より一層興味関心を高める。 

・キーワード等を示しながら、児童自身
が文章としてまとめる学習形態を継
続的に取り入れる。 

高
学
年 

・生活実感を伴った理解を深める
ために、実験用具や機器の実物
に触れ、操作する機会を増やす。 

・問題設定や検証計画の立案、観察、実験の
結果の処理、考察の場面などは、最初に個
人で考える機会を設けることで、自分の考
えをもって問題解決に臨む力を養う。 

・考察場面においては結果の数値等をもと
に、結果からどのようなことが考えられる
か、グループで協議する時間を設け、理科
的な視点を意識して考えることができる
ようにする。 

・実物に触れる機会を増やすことで、よ
り一層興味関心を高める。 

・学習の見通しや振り返りを、どの学習
でも同じ流れで行うことで、自身の学
びや変容を自覚できるようにする。 

・振り返りを通して、自身の学びを自身
の言葉で振り返る機会を積み重ね、考
えを表現することへの自信が高まる
ようにする。 

 



令和７年度 生活科 授業改善推進プラン 

大田区立出雲小学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

 ・花や野菜を育てる活動を通して、植物の生長の様子や変化に気付くとともに、親しみをも

って大切にすることが、できるようになった。 

 ・おもちゃづくりやものづくりを通して、試行錯誤をしたり、授業協力者に助言をもらった

りしながら、よりよいものにしようという気持ちや態度が育ってきた。 

 ・自分自身の成長に気付くとともに、自分の成長には様々な人々が関わっていることに気付

き、感謝の気持ちを伝えることができた。 

（２） 課題 

 ・言葉で相手に分かりやすく表現しようという意識や技能が十分に身に付いていないため、

表現方法を具体的に提示し、学習に活用できるようにする必要がある。 

 ・季節や植物の変化、身近な人々との関わりについて直接的な経験や体験が少ないため、体

験的な活動を意図的に計画する必要がある。 

 

２ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）第１学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・朝顔の観察、生き物探しの

活動を設定し、植物や生き

物に触れ、よさや特徴に気

付けるようにする必要が

ある。 

・四季の特徴を生かした遊び

を通して、四季の特徴やよ

さに気付ける必要がある。 

・植物や生き物の変化や成長

の様子のポイントを意識

させるため、観察の際に視

点を明確化する。 

・思いや願いの実現に向け

て、「何をするのか」「どの

ようにするのか」と、活動

のめあてを立て、学習の中

でその都度めあてを確認

し、意識させる。 

・積極的に体験活動や地域の

人々と関わりをもつ活動

を意図的・計画的に取り入

れる。 

 

（２）第２学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・おもちゃづくりでは、それ

ぞれの素材について、何度

も触れて遊ぶことで、動き

の面白さや不思議さに気

付き、工夫へとつなげてい

く必要がある。 

・継続して植物や生き物の世

話や観察に取り組ませる

ことにより、その変化や愛

情や面白さを感じさせる

ことで、命の大切さに気付

かせる。 

・観察ポイントを提示し、表

現の方法を例示すること

により、多様な表現方法に

触れ、考えや思いを表現で

きるようにする。 

・体験的な活動を行うとき

に、相手意識をもって活動

できるように、ゴールを設

定し、児童が意欲的に活動

できるようにする。 

・体験活動では、地域や企業

の方々を授業協力者とし

て関わり、試行錯誤しなが

ら取り組むことができる

よう工夫する。 

 



 

令和７年度 音楽科 授業改善推進プラン 

大田区立出雲小学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 
 ・ペア学習や少人数歌いなどを取り入れ、友達と関わりながら主体的・協働的に学ぶ姿が見られるようになって

きた。 
 ・振り返りを次時の学習に生かしたり、これまでの学習の積み重ねを実感させたりすることができた。 
 ・鍵盤ハーモニカやリコーダーの基本的な技能を丁寧に指導し、楽器演奏の技能を伸ばすことができた。 
 
（２） 課題 
 ・どの学年でものびのびと心を開放して歌唱表現に取り組めるように、安心して表現活動ができる場づくりや、

基本的な技能の積み重ねを丁寧に指導する。 
 ・音楽を形づくっている要素（音楽を特徴付けている要素、音楽の仕組み）を手掛かりに、楽曲について理解したり、

表現を工夫したりできるようにする。 
・楽曲の特徴をもとに、どのように表現するかについて思いや意図をもち、それを表現の工夫に生かして歌った
り演奏したりすることができるようにする。 

  

 

２ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）低学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・リズム遊びやふし遊びを積極的に
取り入れ、楽しみながら音程感、
リズム感を身に付けられるよう
にする。 

・鍵盤ハーモニカの指導では、スモ
ールステップで課題を設定し、達
成感をもたせながら技能を身に
付けられるようにする。 

・音や曲に合わせて、手拍子や身体
表現をさせ、即興的な表現活動に
親しませるようにする。 

・発表したり、聴き合ったりする活
動を取り入れ、音楽表現のよさを
感じ取れるようにする。 

・いろいろな音楽を聴いたり歌った
りすることで、音楽への親しみを
もたせる。 

・様々な楽器に触れさせ、興味関心
を高め、楽しみながら音楽活動に
取り組めるようにする。 

 

 

（２）中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・自分がしたい表現ができる力を身
に付けられるように、常時活動な
どを通して、基礎的な歌唱や演奏
の技能、音楽に関する知識を継続
的に指導し、積み重ねていく。 
・音楽を形づくっている要素に着目
しながら、楽曲の特徴を捉えられ
るようにする。 

・音楽を形づくっている要素をもと
に、楽曲のかんじに合った歌い方
や演奏を工夫し、曲想に合った表
現ができるようにする。 
・音楽を形づくっている要素を手掛
かりに、曲や演奏のよさや面白さ
を見いだしながら聴くことができ
るようにする。 

・友達と関わって学習する場を大切
にして、互いに認め合い、高め合
いながら主体的に表現活動に取り
組むことができるようにする。 
・児童の実態に合った学習のねらい

を設定し、どの子もわかる、でき

る授業をする。 

 

（３）高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・自分がしたい表現ができる力を身
に付けられるように、常時活動な
どを通して、基礎的な歌唱や演奏
の技能、音楽に関する知識を継続
的に指導し、積み重ねていく。 
・音楽を形づくっている要素に着目
しながら、楽曲の特徴を見付け、
歌詞や曲想との関わりに気付くこ
とができるようにする。 

・音楽を形づくっている要素をもと
に、歌い方や演奏をどのように工
夫するかについて思いや意図をも
ち、曲想に合った表現ができるよ
うにする。 
・音楽を形づくっている要素を手掛
かりに、曲や演奏のよさや面白さ
を見いだしながら、曲全体を味わ
って聴くことができるようにす
る。 

・ペアやグループ活動、友達の表現
を聴き合う活動を取り入れるなど
して、互いに認め合い、高め合い
ながら主体的に表現活動に向かう
ことができるようにする。 
・児童の実態に合った学習のねらい
を設定し、どの子もわかる、でき
る授業をする。 

 



令和７年度 図画工作科 授業改善推進プラン 

大田区立出雲小学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

 ・丁寧に細かく説明をすることで、児童が実践し、正しく道具を扱えるようになってきている。 

 ・作品や制作を提示しながら説明をすることで、児童が理解しやすくなり、見通しをもって制作できるよ

うになってきている。 

・昨年度に比べて、児童の授業規律がより定着してきているため、集中して作品制作に取り組めるように

なってきている。 

（２） 課題 

・正しく道具を扱えない児童がいる。低学年から道具の正しい使い方を指導するとともに、繰り返し指導

を積み重ねて、定着させていく必要がある。 

 ・説明を集中して聞くことができないため、制作方法がわからない児童がいる。制作手順や注意点を黒板

に示す、個々に声かけをするなどして、学習に取り組める環境を整える必要がある。 

２ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）低学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・はさみやのりなどの正しい使い方

について、ポイントを掲示するな

どして繰り返し指導し、身に付け

られるようにする必要がある。 

・絵の具道具やカッターなど、小学

校で新たに使用する道具につい

ては、使い方や安全指導を一つ一

つ丁寧に指導する必要がある。 

・自分の発想を表現しやすいよう

に、見本を用意したり、よい表現

を共有したりする。 

・表現に迷う児童には個別に指導を

行う。 

・作品の鑑賞については、めあてに

基いた観点を意識させながら、よ

さを見付けさせていく。 

・児童が、意欲的に活動できるよう

に導入でのわくわく感を大切に

する。また、どのように取り組め

ばよいかの、手順や完成の見本な

どを掲示し、見通しをもって取り

組めるよう工夫する。 

 

（２）中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・児童が安全に正しく道具を扱える

よう、道具の使い方やポイントを

丁寧に説明し、授業ごとに安全指

導を徹底する。使い方が間違って

いる児童には、その都度指導を行

う必要がある。 

・自己の表現を十分に表すことがで

きるよう、制作する上での注意点

を事前に説明し、黒板に掲示す

る。 

・一人一人の児童が自信をもって表

現できるよう個別指導を行い、鑑

賞のルールを守れるようにする。 

・児童が安心して主体的に安全に取

り組めるよう、図工の約束を示

し、守れるようにする。 

・見本作品や制作方法を掲示するこ

とで、児童が見通しを持って制作

できるよう工夫する。 

 

（３）高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・児童が安全に正しく道具を扱える

よう、道具の使い方やポイントを

丁寧に説明し、授業ごとに安全指

導を徹底する。使い方が間違って

いる児童には、根気強く指導を行

う必要がある。 

・自己の表現を十分に表すことがで

きるよう、制作する上での注意点

を事前に説明し、黒板に掲示す

る。 

・一人一人の児童が発想を広げられ

るよう個別指導を行い、鑑賞のル

ールの徹底を図る。 

・児童が安心して主体的に安全に取

り組めるよう、図工の約束を示

し、徹底を図る。 

・見本作品や制作方法を掲示し、見

通しを持って制作できるよう工

夫する。 

 



令和７年度 家庭科 授業改善推進プラン 

大田区立出雲小学校 

 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

 ・体験的な活動を導入し、児童が楽しく取り組めるよう工夫したことで、学習意欲の向上や

知識や技能の定着に結びついた。 

 ・教科書や ICT端末を活用したことで、調理器具の正しい使い方の理解が進んだ。 

 

（２） 課題 

 ・授業で学んだことを、日常的に家庭生活で実践する活動が乏しかった。宿題等を出し、生

活場面での実践力を高めていきたい。 

 ・手縫いなどの技能については、以前習熟差が大きい。休み時間等を活用し、個別指導を行

う必要がある。 

 ・体験活動の機会を多くもたせることで、知識技能の定着を促す必要がある。 

 

２ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）第５学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・正しく器具や道具を扱える

ように動画や実演などで、

使い方やポイントを丁寧

に説明する。 

・個別指導を行う等、技能の

向上を図る。 

・実習の際には学校ボランテ

ィアを活用し、個別指導を

行う等、技能の向上を図

る。 

・自分の考えを表現しやすく

なるように、例を示した

り、グループで話し合った

りして、一人一人が発表す

る場を設け、個人の意見を

全体で共有できるように

する。 

・自分の生活についてふり返 

り、自ら課題を見付けられ

るようにする。 

・完成作品や制作方法等を提

示し、見通しがもてるよう

工夫する。 

 

（２）第６学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・５学年での既習事項の定

着、動画や実演などで、道

具の使い方やポイントを

丁寧に説明する。 

・器具や道具の扱いについて

は全児童が実践し、基礎知

識の定着を図る。 

・実習の際には学校ボランテ

ィアを活用し、個別指導を

行う等、技能の向上を図

る。 

・自分の考えを表現できるよ

うに、手がかりを示した

り、グループで話し合う場

を設けたりして、個人の意

見を全体で共有できるよ

うにする。 

・自分の生活について振り返

り、自ら課題を見付けられ

るようにする。 

・完成作品や制作方法等を提

示し、見通しがもてるよう

工夫する。 

 



令和７年度 体育科 授業改善推進プラン 

大田区立出雲小学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

 ・発達段階や実態に応じて目標とする技能を明確にし、学習カードやタブレット端末を活用して指導を積み上

げた。 

 ・児童が体を動かす機会を確保するため、休み時間や朝遊び・放課後遊びで体を動かせる時間を増やすことが

できた。 

（２） 課題 

 ・区教研体育部での授業実践を学校全体に広め、個別最適な協働的な学びを推進していく。 

 ・体育学習を充実させるための教具を揃えたり、授業事例の共有・活動の場を増やしたりしていくことで、児

童が体を動かす楽しさを実感できるようにする。 

 ・課題に応じて、年間を通して行える活動を取り入れて、体力向上を促せるようにする。 

 

２ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）低学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・各単元における主運動に繋がる運

動を、導入で取り入れる。 

・苦手意識がなくなるよう、誰でも

できる簡単な動きを取り入れる。 

・遊びの要素を取り入れた運動をす

ることで、楽しく多様な動きがで

きるようにする。 

・手本を見せたり手本をさせたりす

るなど、動き方を視覚的に理解で

きるようにする。 

・運動に楽しみながら取り組めるよ

う、学習カードを活用して、めあ

てをもって臨んだり、振り返った

りする。 

・チームで攻め方を工夫したり、友

達の良いところを取り入れたり

できるような授業づくりを行う。 

・学習カードを活用し、適宜振り返

りをさせ、頑張ったところや楽し

かったことを確かめさせ、体育へ

の意欲が持続できるようにする。 

・友達と称賛し合える学習活動を取

り入れることで、自信をもって取

り組めるようにする。 

 

（２）中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・授業の導入で、主運動につながる

動きや運動を取り入れていく。 

・課題の解決に向けて、スモールス

テップを意識した単元計画にす

ることで、こどもたち一人一人が

実感を伴いながら、技能を高める

ことができるようにする。 

・タブレット端末を活用したり、お

互いに見合ったりする活動を通

して、相互に良さや課題などを伝

え合うことができるようにする。 

・アドバイスする上での視点を教師

が提示する。 

・各運動の良さや体を動かす楽しさを

共有しながら学習を進めていく。 

・友達と称賛し合う活動や互いにアド

バイスし合う活動を取り入れるこ

とで、一人一人が自信をもって活動

に取り組むことができるようにす

る。 

 

（３）高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・各単元で身に付けるべき技能を明確に

し、成功体験を積み重ねるとともに、主

運動を応用した様々な運動の指導をし

ていく。 

・実態に応じた難易度で指導することで、

知識や技能の獲得を実感できるように

する。 

・心身の発達段階や児童の実態に合わせた

保健領域の知識を習得し、自身の生活に

生かせるようにする。 

・学習カードやタブレット端末を基に、自

分の言葉や動作で、考えを伝え合えるよ

うにする。 

・タブレット端末を活用し、それぞれが自

身の学びを調整し、個別最適化の学びを

進めていく。 

・自身の課題を把握して、その課題を解決

するための手立てを見つけたり、友達同

士で見つけ合ったりすることができる

ように進めていく。 

 

・運動の楽しさ、各領域違いを共有しなが

ら学習を進める。 

・運動をする・見る・知る・支えるといっ

た様々な関わり方があることを知らせ

る。 

・児童の実態に合わせて、誰もが主体的に

取り組むことができるようにする。 

・養護教諭と協力しながら、校内の保健室

の使用状況などを授業で扱い、実態に合

わせて、主体的に取り組むことができる

ようにする。 

 



令和７年度 外国語科 授業改善推進プラン 
大田区立出雲小学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 
成果 課題 

・「身近で簡単な事柄についての話を聞き、その内容を理解す
る」項目で、すべての問題の正答率が目標値を上回っている。
ネイティブの発音や英語のフレーズを聞く機会を多く設定
し、意味を推測しながら学習を行った成果と言える。 

・アルファベットの読みや英作文の問題の正答率低かった。また
無回答率が高かった。簡単な語句や基本的な表現を用いて文を
書くことについては、各レッスン終了後、文を書く指導を行っ
ているので、これを続けたい。 

 
２ 大田区学習効果測定の結果分析 
（１） 達成率（経年比較） 

 令和７年度結果 令和６年度結果 令和５年度結果 

第
６
学
年 

△昨年度と比べて、活用と書くことの正答率が
高くなった。 

  

 
（２） 分析（観点別） 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

中
学
年 

・アルファベットのもつ音を学習して
いる。天気、曜日、月、季節、数な
どの単語や教科書に出てくる基本的
な表現を繰り返し練習している。 

・大文字、小文字の判別ができるようにな
り、少しずつ書く練習をしている。基本
的な表現を使った会話をペアやグループ
で行っている。 

・動作、チャンツ、歌などを活用し、
意欲的に発話しようとしている。
ネイティブの発音を積極的に聞き
取ろうをしている。 

高
学
年 

・日常会話の理解や会話全体の理解は、
多くの問題で正答率が高い。授業で
Listeningに丁寧に取り組み、文章を
見たり、読んだりしている成果と言
える。 

・英文の完成や英作文が十分でなかったの
で、様々な英文に慣れ親しむ活動や、基
本文を使って、自分の言いたいことを言
う活動をもっと取り入れたい。 

・主体的に学習に取り組んでいるが、
発話の声の大きさなど、個人差や
学年差がある。失敗を恐れず、発
話したり、発表したりする雰囲気
を作りたい。 

  
３ 授業改善のポイント（観点別） 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

低
学
年 

・あいさつやHello song, 曜日、月、
季節などの歌やチャンツを通して単
語や表現を覚えるよう指導してい
く。また、動物や果物などの単語や、
進め、下がれ、右へ、左へなどの方
向の指示を理解したり活用できたり
する。 

・覚えた単語を使って、自分の好きなも
のや持っているものを英語で表現した
り、欲しいものを表現したりする活動
を取り入れていく。 

・単なる繰り返しだけでなく個人個人で
言いたいことを英語で発表する場を設
定する。 

・歌、チャンツ、動作で英語を話す場
を多く設定し、ゲームなどを取り入
れて、主体的に学習に取り組めるよ
うにする。 

中
学
年 

・大文字、小文字の判別がつき、その
文字を読んだり、書いたりする活動
を行う。 

・単元ごとに出てくる基本文を覚える
とともに、チャンツで英文を体得し
たり、語彙を広げたりできるように
する。 

・単元ごとに、自分の思いを発表したり
できるように指導していく。 

・単元ごとに、ネイティブの発話を聞い
て、聞こえてくる英単語や英文、そし
てその意味を理解できるように指導し
ていく。 

・単元ごとに出てきた表現を使って、
友達と対話し、自分の思いを伝える
活動を多く取り入れる。また、ICT
を利用して英文と絵を入れたポス
ターを作成し発表することで、児童
の個性や頑張りを称賛していく。 

高
学
年 

・アルファベットを書くことの正答率
は目標値より高くなっているが、反
面アルファベットを読むことや英文
を書くことの正答率が低くなってい
る。語彙を増やすとともに、正しい
文法を教えて、実際に英文を作って
書く力を育成していく。単元ごとに
テストを実施し、習った表現を定着
させるようにする。 

・英文の読み書きは、個人差がある。自
己紹介や他者紹介のスピーチなどを通
して、自分のことを表現する力を育成
していく。定期的な発表を通して、自
分の意見を伝える場を今後も設定して
いく。 

・英語に対して苦手意識をもち、授業
に集中できない児童もいる。小さな
成長をほめながら、少しずつ自信を
もたせるように指導していく。 

・塾に通っており、多少の英語を知っ
ている児童の中にも、授業への取り
組みが十分でない児童がいる。様々
な指導方法でアプローチしてい
く。。 
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